「〔３〕試案IDと並び順およびコーディングの実際」より抜粋
現在の診療報酬表の手術はK番号で表され、約1,000項目の術式で成り立っている。このコード体系は主に臓器、診療領域、手術手技等の複合的な要素の組合せで分類されているといわれているが、K番号をじっくり眺めてみると、ハイフンで枝番号が作られているもの、空白で枝番号が作られているもの、その順序が逆なもの、など一定していないばかりか、そのハイフンと空白の意味づけも曖昧である。おそらく時代とともに術式が追加されたり削除されたりし、その都度部分的な改定を繰り返したため、つぎはぎのようになってきたものと推察され、手術手技を分類するものとして十分に体系化されていない。またその術式名も「○○根治術」や人名が含まれた術式など、その術式名から実際の手術内容が推測できない手術名が多々含まれている。実際に手術を行っている外科医が、一定の基準の下に術式名を整理し直すことが従前から望まれており、第8版の改訂にあたって、当時の東京大学大学院医療情報学の大江和彦教授、国立精神・神経医療研究センター医療情報室長の波多野賢二先生のご指導により、全術式のコーディングを行った。
手術分類コードは、操作対象部位3桁、基本操作2桁、手術部位への到達法（アプローチ方法）1桁、アプローチ補助器械1桁の7桁を連結し、基幹コード7桁（STEM7）を作成し収載した。このコーディングにより、すべての外科手術は科学的に分類された。
第9.1版では、整形外科領域および形成外科、皮膚科領域の術式について、部位別に精緻化し、大幅な並び順および大見出し、小見出しの修正を行った。特に整形外科領域においては部位別に細分化すると術式数が膨大に増えてしまうため、第8版で行うことができなかったが、第8.3版発刊直後からコーディングワーキンググループで頻繁に議論を行い、第9.1版でようやく実現できた。
WHOでは、医療行為分類の国際的標準化に向けて「保健・医療関連行為の国際分類（International Classification of Health Interventions(ICHI)）」を開発中である。これはICHIコードといわれ、Target（3桁）、Action（2桁）、Means（2桁）の3つの基本構造、合計７桁コードからなっている。コーディングワーキンググループでは、整形外科領域の術式の精緻化の際に、ICHIコードのTargetの並び順を参考にした。さらにICHIコードのActionの考え方を参考に外保連手術分類コードの基本操作の名称・定義の変更を行い、全術式の基本操作の修正を行った。
このように外保連手術分類コードは、まだ開発途上であり、今後各方面からのご意見をいただきながら改良を加えていきたい。

STEM７の体系：
〇○○ ○○ ○○（７桁英数字）

操作対象部位
（図表１）
　　　基本操作
（図表２）
アプローチ方法
（図表３）
　　　　　　　　　　アプローチ補助器械
　　　　　　　　　（図表４）
　








